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第２８回 文献解題 
 
「文献解題」では今回取り扱った文献を中心に紹介しておきたい。その文

献の内容を目次を中心に紹介し、必要に応じてコメントを付記した。「邦文

文献」と「英文文献」を取り扱った。なお、巻末にも「参考資料」を作成

した。全体的なものはそちらを参考にしてもらい。 
 
フランケル／田中治男訳『国際関係論』（新版）東京大学出版会、1980 年

10月 
 日本語版への序文 
 序文 
 第Ⅰ章 国際関係についての考え方 
 第Ⅱ章 国家（１） 
 第Ⅲ章 国家（２） 
 第Ⅳ章 国家以外の活動単位 
 第Ⅴ章 外交政策の形成 
 第Ⅵ章 国家間の相互作用と国力 
 第Ⅶ章 国家間の相互作用の手段と技術 
 第Ⅷ章 国際体系 
 第Ⅸ章 国際社会を維持するための手段と機関 
 第Ⅹ章 国際組織 
 第Ⅺ章 現在および将来の諸問題 
 文献案内 
 訳者あとがき 
 索引 
 ＊International Relations in a Changing World (1979)の翻訳。 
 
小塩節「文化外交の先駆者たち」（『日本及日本人』通巻第 1592 号）日本及

日本人、1988年10月 
 １ 廃墟から 



 2

 ２ フンボルトとＨ．シュリーマン 
 ３ 第１回遣欧使 
 ４ ベルリンへの留学生たち 
 ５ ベルリンの「日本基金」 
 ６ 日独文化交流のために 

 

ジョセフ・Ｓ・ナイ、Jｒ.／久保伸太郎訳『不滅の大国アメリカへ』読売新

聞社、1990年10月 

 はしがき 

  序 章 衰退を巡る論争 

 第１部 過去における力 

  第１章 力の移行 

  第２章 イギリスからの類推 

  第３章 戦後の力の均衡 

 第２部 新たな挑戦国は？ 

  第４章 共産圏の挑戦国 

  第５章 同盟国の挑戦者 

 第３部 新たな目標 

第６章 力の変化 

  第７章 国内の課題 

  第８章 世界の将来とアメリカの選択 

 訳者あとがき 

 ＊Bound To Lead: The Changing Nature of American Power (1990)の翻

訳。 

 

高柳先男『パワー・ポリティクス』有信堂高文社、1991年7月 

 はしがき 

１章  闘争としての政治 

２章  三つの世界像 

３章  西欧国家体系の構造と変容 
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４章  国家の行動 

５章  勢力均衡と集団安全保障 

６章  抑止の論理 

７章  戦争 

８章  国際組織の増殖 

 初出一覧 

 

孫崎享『日本外交 現場からの証言』中央公論社、1993年6月 

 はじめに 

第１章 外交の第一歩は価値観の違いの認識 

第２章 親善が外交の中心でいいか 

第３章 情報収集・分析 

第４章 新しい外交政策の模索 

第５章 政策決定過程 

 第６章 外交交渉 

 

加藤淳平『文化の戦略』中央公論社、1996年12月 

 まえがき 

第１章 日本人の名前のラテン文字表記 

第２章 世界の文化の現在、そして日本 

第３章 日本の文化交流の種々相 

第４章 よい交流とわるい交流 

第５章 文化の戦略を考える 

 むすび 

 参考書目 

 

西山教行「文化外交の黎明期に関する考察」（『L’Aarche』第 8 号、明治大

学大学院仏文学研究会、1997年11月） 

 文化外交とはなにか 

 １ キリスト教宣教と言語普及 
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 ２ 植民地経営における言語普及 

 ３ 言語普及機関の設立 

 ４ 言語普及の理念 

 結論 

 

青木暢「アメリカのPublic Diplomacy について」（『札幌学院大学人文学会

紀要』第62号、1998年3月） 

 はしがき 

 Ⅰ アメリカの外交の変遷 
 Ⅱ Public Diplomacyとは 
 Ⅲ Public Diplomacyを担う米国広報庁 
 Ⅳ Public Diplomacyを支える非政府機関 
 あとがき 

 

花井等『新外交政策論』東洋経済新聞社、1998年5月 

 まえがき―知的アリーナの形成 

 序 章 21世紀の外交政策 

 第１章 外交政策序論 

 第２章 国益と外交政策の目的 

 第３章 外交政策の決定 

 第４章 外交政策決定の段階と類型 

 第５章 外国政策の手段 

 第６章 比較外交政策 

 結 章 国際関係モデルの構築 

 索引 

 

青木保「いまこそ多国間文化外交を」（『中央公論』第113巻第9号、中央公

論社、1998年8月） 

 １ バランスある「相互性」の認識 

 ２ 貧困な対外文化政策 
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 ３ 「多国籍文化ビジョン」 

 ４ 「文化政策」という課題 

 ５ 「東京会議」の開催を 

 

田尻彰編『ソフト・パワー・ニッポン』（日本の源流‘99）電通総研、1998

年12月 

第１部  

福川伸次、ソフトパワーで活きる日本 

  1999年、日本へのメッセージ 

  ポール・ケネディ、歴史に希望を見いだし、日本の長所を活かす 

  中西輝政、思慮深い経済大国が真の活力をもたらす 

  川勝平太、世界から憧れる文化の創造 

 第２部  

第１章 21世紀への挑戦 

  第２章 ソフトパワーの時代へ 

  第３章 人間への投資 

      【個人の投資】 

      【企業の投資】 

      【行政の投資】 

 

浜野保樹「日本アニメーション興国論」（『中央公論』第114巻第4号、中央

公論新社、1999年4月） 

 東京西部は〝アニメーションのハリウッド〟 

 新ジャポニズム 

 二人のパイオニア 

 ディズニーにないものを求めて 

 アニメーションのゴールドラッシュ 

 デジタル化の波 

 アメリカの逆襲 

 崩れつつある日本優位 
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眞鍋俊二『現代日本外交論』関西大学出版部、1999年4月 

 まえがき 

 序 論 東方・対米関係の相対化のなかの日本外交 

第１部  冷戦の克服を目指す北方関係 

第２部  戦争責任問題の克服を目指す西方関係 

第３部  新外交への契機としての南方関係 

 結論にかえて ポスト冷戦世界と日本の課題 

 あとがき 

 付録「関連略年表」 

  

文化庁編『文化庁月報』（特集・メディア芸術の現状と可能性）（通巻370号）

ぎょうせい、1999年7月 

 滝川精一、メディア芸術に期待すること 

 河口洋一郎・鈴木伸一・浜野保樹・田中通孝、【座談会】メディア芸術の

現状と可能性 

 インタビュー 宮本茂 

 おかだえみこ、メディアの中のアニメーション 

 柏木博、メディアと表現の変化 

 芸術文化課、メディア芸術への取組み 

 

芝崎厚士『近代日本と国際文化交流―国際文化振興会の創設と展開』有信堂

高文社、1999年8月 

第１章 緒論 

第２章 創設前史―「文化的使命」と「国民外交」 

第３章 誕生―「国際文化事業局」から国際文化振興会へ 

第４章 草創期―「国際文化事業」の模索（1934-37年） 

第５章 日中戦争期―「国際文化事業」から「対外文化事業」へ（1937-41  

 年） 

第６章 太平洋戦争下―「対外文化事業」から「大東亜文化事業」へ（1941-41 
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年） 

第７章 戦後の「反省」―「国際文化事業」の復活から「国際文化交流」 へ 

第８章 結論 

 

シルヴァーマン／天野知香・松岡新一郎訳『アール・ヌーヴォー』青土社、 

 1999年12月 

アール・ヌーヴォーの変容―１８８９‐１９００ 

第１部 ゴンクールの遺産 

第２部 波に揺れ而して沈まず―ベル・エポックと世紀末 

第３部 ロココ・リヴァイヴァルと工芸のモダニズム―第三共和制期のア 

      ール・ヌーヴォー 

 

平野健一郎『国際文化論』東京大学出版会、2000年1月   

第 １章 はじめに 

第 ２章 国際関係における文化 

第 ３章 文化の変化 

第 ４章 文化の接触と変容―文化触変 

第 ５章 文化触変への「抵抗」 

第 ６章 文化触変の結果 

第 ７章 抵抗としての文化触変 

第 ８章 文化触変論から見た近代アジア・日本の文化 

第 ９章 文化変容と文化交流 

第10章 おわりに 

 

内閣府／財団法人日本総合研究所『国際経済協力の効率化のための官民パー

トナーシップの検討調査』報告書、2000年3月 

 第１章 国際経済協力の実施にあたって―我が国の「国益」の考え方 

 第２章 我が国の将来ビジョンと国家戦略 

 第３章 今後の国際経済協力に求められる視点 

 第４章 国際経済協力の効率的な実施のための官民パートナーシップ 
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 第５章 有効な国際経済協力の実施に向けての課題 

 

日下公人『二十一世紀、世界は日本化する』PHP研究所、2000年3月 

 まえがき 

 第１章 二十一世紀、世界は日本化する 

 第２章 日本の国力を採点しよう 

 第３章 二十世紀は日本の時代であった 

 第４章 二十一世紀、世界の七大潮流 

 第５章 先端国はかくて交代する 

 第６章 世界は江戸化、島国化 

 少し長いあとがき 

 

『中央公論』（研究：滑落する日本製アニメ・マンガ）（第115巻第10号）（中

央公論新社、2000年9月） 

 岡田斗司夫「日本のクリエイターが消滅する前に」 

浜野保樹「質・量のみの日本製アニメ」 

 黄健和「希望はネットに移った〈台湾〉」 

 ヴィラット・ティーカプティサクル「啓発と破壊〈タイ〉」 

 ダヴィデ・カステッラッツィ「日本ブームの牽引車〈イタリア〉」 

 ドミニック・ヴェレ「普通の文化消費財へ〈フランス〉」 

 アントニオ・マーティン「歴史的危機〈スペイン〉」 

 

文化庁編『文化庁月報』（特集・映画芸術・メディア芸術の振興）（通巻 392

号）ぎょうせい、2001年5月 

 尾山眞之助、映画芸術・メディア芸術の振興について 

 高野悦子、独立行政法人の実施に思う 

 茂木正男、地域における映画活動の活性化にむけて 

 河口洋一郎、進化するメディア芸術―成長、進化、遺伝する情感芸術へ 

 文化庁文化部芸術文化課、映画芸術の振興施策 

 文化庁文化部芸術文化課、メディア芸術の振興施策 
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竹中平蔵・袖川芳之／フジタ未来経営研究所編著『ポストＩＴ革命『ソフト

パワー』日本復権への道』実業之日本社、2001年6月 
第１章 日本ソフトパワー宣言 
第２章 世界を動かす巨大パワー 
第３章 日本の戦略提言―希望と未来 
第４章 座談会・輝ける日本へ―日本経済に求められている四つのソフト  
     パワー 

 

文化庁編『文化庁月報』（特集・国際文化交流：人と組織のネットワーク）（通

巻397号）ぎょうせい、2001年10月 

 村田直樹、持続的な国際文化交流を目指して 

 インタビュー 新国立劇場芸術監督 栗山民也氏に聞く 

 三浦定俊、イクロムを通じた文化財研究のネットワーク 

 梶谷亮治、奈良国立博物館のける国際交流 

 文化庁長官官房国際課、二つの国際交流年―英国における「Japan2001」 

 と日本におけるイタリア2001年  

 インタビュー 在日豪州大使館文化担当官 キャサリン・フニョー氏に聞  

  く 文化アタッシュのネットワーク 

 

平田オリザ『芸術立国論』集英社、2001年10月 

序 章 芸術の公共性とは何か 
第１章 地域における芸術文化行政 
第２章 経済的側面から見た芸術文化行政 
第３章 教育と芸術文化行政 
第４章 文化権の確立 
第５章 文化行政の未来 
終 章 芸術の未来 

 

文化庁編『文化庁月報』（特集・文化芸術振興基本法）（通巻 401 号）行政、
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2002年2月 

 高塩至、【提言】新世紀の文化芸術の振興に向けて 

 斉藤斗志二、【論文】文化芸術の大輪の花を咲かせたい〰文化芸術振興基

本法の制定に当たって〰 

 野村萬、「文化芸術振興基本法」の制定 

 政策課、【資料】文化芸術振興基本法案に対する附帯決議 

 政策課、主な国会審議の概要 

 

浜田和幸『日本にとって「国益」とは何か』祥伝社、2002年6月 

序章 何が「国益」なのか―「ナショナル・インタレスト」に対する日・ 

米・中、それぞれの意識 

１章 かくて一敗地にまみれた日本の国益―アメリカはこうして日本の

「戦闘機自主開発」を潰した 

２章 戦争で大儲けするアメリカの「国益ビジネス」―政策の裏にうごめ

く「スポンサー」の正体を暴く 

３章 国益を左右する「情報戦争」の行方―世界が競う盗聴、傍受、撹乱 

の手口と戦略 

４章 国益をかけたアメリカの「司法戦略」―一方的な「ルール」と「シ 

ステム」を押しつける大国の傲慢 

５章 アメリカに牙をむく中国の「国益論」―軍備増強と経済成長で目論 

む「世界の頂点」への野望 

 

三井秀樹『メディアと芸術』集英社、2002年7月 

 序   芸術とメディアの新しい波 

 第１章 ＩＴ革命は産業革命を超えた 

 第２章 デジタル・メディアとメディア・アート 

 第３章 21世紀のメディアと芸術文化の行方 

 第４章 デジタル・メディアと感性 

 あとがき 

 参考文献 
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松村正義『新版 国際交流史―近現代日本の広報文化外交と民間交流』地人

館（発売：すずさわ書店）、2002年7月 
 プロローグ 外交史から国際交流史へ 
第１章 幕末・明治初期の西欧文明の摂取 
第２章 明治前期の対外広報と国際進出 
第３章 日清戦争から義和団事変へ 
第４章 黄禍論との闘い 
第５章 いわゆる「民間外交」時代の到来 
第６章 広報文化外交のための公的組織化 
第７章 国際的孤立化からの文化的回避 
第８章 太平洋戦争期の国際交流 
第９章 戦後の国際交流の再出発と発展 
エピローグ 国際化から地球市民へ 

 

上野征洋編『文化政策を学ぶ人のために』世界思想社、2002年8月 

第１部 「文化政策」とは―その意義とアプローチ 

 第２部 芸術文化と文化政策―「幸せ」の追求 

 第３部 行政と文化政策―成熟社会への政策形成 

 第４部 社会意識の変容と文化 

 第５部 世界の文化政策―グローバルなアプローチ 

 

ジョセフ・Ｓ・ナイ、Jｒ.／山岡洋一訳『アメリカへの警告』日本経済新聞

社、2002年9月 

 はじめに 

 謝辞 

第１章  アメリカという巨像 

 第２章 情報革命 

 第３章 グローバル化 

 第４章 アメリカ国内の動向 
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 第５章 新しい時代の国益 

 解説 

 原注 

 ＊The Paradox of American Power (2002)の翻訳 

 

高島肇久「国民に後押しされる外交を推進」（『世界週報』第 83 巻第 33 号、

時事通信社、2002年9月） 

 もっと情報を出した方が理解される 

 外交は国民みんなのもの 

  

碓氷尊「グローバル・ガバナンスとパブリック・ディプロマシー」（『日本交

渉学会誌』第15巻第2号、2003年5月） 

 １ Governance, RegimesとDiplomacy:１ 概念化の新潮流 

 ２ パブリック・ディプロマシーと交渉学の課題 

 ３ トラック２ディプロマシーにおける非政府アクター ―知的共同体 

 と市民社会組織 

 ４ 民間企業とトラック２ディプロマシー 

  

『外交フォーラム』（特集：「日本ブランド」―国家の魅力を考える）通巻174

号、2003年1月 

 小島明「新時代の国益の再定義と外交の新パラダイム」 

 高階秀爾・福川伸次・藤井宏昭「鼎談 日本人はソフトパワーをもっと活

用すべき」 

 糖沢和夫「『文化交流』徒然草」 

 アルフォンソ・アントニオ・ポルティージョ「特別寄稿 なぜいま、黒澤

明映画なのか」 

 上野景文「〈一寸解説〉文化人ポルティージョの横顔」 

 検証 世界は日本のクールさが好き 

  ウォーラウット・ウォーラウィッタヤーノン「①タイ 『イケてる』マ

ンガはビジネスになる」 
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  ウィリアム・コールドレーク「②豪州 普遍的な『ハイ・カルチャー』 

 は共通の記憶として」 

  丁寧「③中国 エンターテイメントの覇者も、韓国の追い上げに」 

  ドミトリー・ユバレーニン「④ロシア 村上春樹ワンダーランド in モ

スクワ」 

 新原浩朗「優秀企業から導き出された『寓話』とは」 

 隈研吾「世界が求める日本建築」 

 中嶋嶺雄「世界に広がる音楽の輪」 

 大使館が伝える日本 

  中臣久「①デンマークでの『プロジェクトX』」 

  渡辺信之「②中国における日本紹介」 

 

文部科学省編『文部科学時報』（特集・文化芸術の振興について）（通巻1520 

号）ぎょうせい、2003年1月 

 河合隼雄「文化芸術の振興について」 

 事例紹介① 自己表現力を身に付けさせ、生きる力を育てる教育課程の研

究開発 鹿児島市立伊敷台小学校 

 事例紹介② 演劇教育をとおして豊かな情操を育成 兵庫県立宝塚北高

等学校 

 事例紹介③ 東京芸術大学における新たな取組について 東京芸術大学 

 事例紹介④ 学校と博物館のよりよい関係づくりを目指して 川越市立

博物館 

 事例紹介⑤ 芸術文化創造の拠点施設としての取組 愛知県長久手町文  

 化の家 

 文化芸術の振興に関する基本的な方針（閣議決定） 

 文化庁長官官房政策課「文化芸術の振興に関する基本的な方針について」 

  

池上惇・端信行編『文化政策学の展開』晃洋書房、2003年3月 

第１部 文化経済学と文化政策学の展開 

第２部 文化のひろがりと担い手 
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第３部 文化マネジメントの諸相 

第４部 まちづくり学の確立にむけて 

 

国際交流研究会『新たな時代の外交と国際交流の新たな役割―世界世論形成

への日本の本格的参画を目指して―』国際交流基金、2003年4月 

 第１章 近年の国際環境の変化と日本の課題 

 第２章 求められる新たな外交と国際交流の新たな役割 

 第３章 国際交流基金への提言 

 第４章 外務省と国際交流基金の役割分担及び協力関係について 

 

北山馨「パブリック・ディプロマシー ―アメリカの外交戦略―」（『レファ

レンス』特集：9・11その後その２、第53巻第４号、国立国会図書館調査

及び立法考査局、2003年4月） 

 はじめに 

 Ⅰ パブリック・ディプロマシーとは 

 Ⅱ アメリカのパブリック・ディプロマシーの歴史 

 Ⅲ 国務省の体制 

 Ⅳ 国務省以外の担い手と監視機関 

 Ⅴ 9・11以後のパブリック・ディプロマシー 

 Ⅵ 今後の論点 

 おわりに 

 

ダグラス・マッグレイ／神山京子訳「〈ナショナル・クールという新たな国

力〉世界を闊歩する日本のカッコよさ」（『中央公論』第118巻第5号、中

央公論新社、2003年5月） 

 ジャパニーズ・クール 

 ポケモン・ヘゲモニー 

 日本のポストモダン・ポップ 

 メディアばかりでメッセージなし 
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薬師寺克行『世界の外交』岩波書店、2003年8月 

 国民性と国際政治―まえがき 

 国際政治のパラダイム―プロローグ 

  Ⅰ 世界の外交 

  １章 アメリカの外交 

  ２章 ソ連・ロシアの外交 

  ３章 中国の外交 

  ４章 欧洲の外交 

  ５章 中東の外交 

  ６章 小国の外交 

  ７章 トルコの外交 

  Ⅱ 日本の外交 

  ８章 近代日本の弁明と反論 

９章 日本の外交 

 10 章 近代日本の進路と指針 

  出典を中心とす注 

  冷戦終結後の国際関係〈年表〉 

 

ジェフ・バーグランド『日本から文化力』現代書館、2003年10月 

 まえがき 

 第 １章 「Sailence」って何？ 

 第 ２章 大文字の文化、小文字の文化 

 第 ３章 日本人は懸命にコミュニケーションをとる 

 第 ４章 「自然」「時間」「人間」にどうかかわるかで文化が違う 

 第 ５章 現実は一つだけではない 

 第 ６章 目に見える文化 

 第 ７章 目に見ない文化 

 第 ８章 猫も杓子も「アイデンティティ」というけれど 

 第 ９章 異文化をステレオタイプで見る怖さ 

 第10章 異文化へのアプローチから生まれるもの 
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 第11章 観察する、真似をする、常識が変わる「異文化のDIE」 

 あとがき 

 参考文献 

 

小風秀雅代表『近代日本と国際社会』放送大学教育振興会、2004年3月、 

 小風秀雅「まえがき」 

 小風秀雅「１ 開港と不平等条約ー欧米外圧の再検討」 

 ジョン・ブリーン「２ 天皇の外交儀礼と国際認識」 

 小風秀雅「３ 交通革命と東アジアー香港・上海・横浜」 

 吉良芳恵「４ 対日外交の担い手ー英仏外交官と情報収集」 

 井川克彦「５ 自由貿易と国益」 

 小風秀雅「６ アジアの国際秩序と日本」 

 井川克彦「７ 蚕糸業と世界市場」 

 本宮一男「８ 海外情報戦略の展開」 

 小風秀雅「９ 憲法発布と国際社会」 

 吉良芳恵「10 日本文化の国際化ージャパノロジーの誕生」 

 小風秀雅「11 日清戦争と20世紀の世界秩序」 

 季武嘉也「12 大日本帝国の完成と第一世界大戦」 

 季武嘉也「13 ワシントン体制と日米対立の予感」 

 本宮一男「14 経済外交の展開」 

 小風秀雅「15 戦間期の日中関係」 

 参考文献 

 近代史にかかわる史（資）料の保存機関リスト 

 索引  

 

山口裕美『Cool Japan: the exploding Japanese contemporary arts』ビー

エヌ・エヌ新社、2004年5月 

 第１章 クール・ジャパン／日本の文化力 

 第２章 日本の現代アートに広がるクール 

 第３章 小さいもの・かわいいもの・ファンシーなものが好き 
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 第４章 歴史から見た日本アート／庶民の目利きパワー 

 第５章 笑いとアート 

 第６章 失われた10年 

 第７章 未来への疾走 

 

『外交フォーラム』（特集：クール・ジャパン―国力の根源に迫る）通巻第

191号、都市出版、2004年6月 

 ジョセフ・Ｓ・ナイ「日本のソフト・パワー―その限界と可能性」 

 青木保「重層的な『文化力』育む戦略を」 

 杉浦勉／田所昌幸／近藤誠一（鼎談）「日本を天女が舞い降りたくなる国

に―日本の文化力を高めるには」 

 久保雅一「世界は日本のクールさが好き」 

 小島明「大交流時代における観光の戦略性」 

 島田晴雄「いま必要なのはフレッシュな資本・人材だ」 

 桑田信介「『ニッポンブランド』の輸出拡大をめざして」 

 鈴木美勝「日本文化『固有と融合』の最前線―米国」 

 山口昌子「ＭＡＮＧＡ熱は真の日本の文化力になるのか―フランス」 

 盧在賢「モノ作りを大切にする精神とマジメさをもつ日本人―韓国」 

 岡眞理子「パリ『ひととロボット』展が語りかけたもの」 

 クール・ジャパニーズ 

 竹澤恭子「日本人を超えて『表現力』」 

 宮本亜門「日本人だからできること」 

 吉良森子「私のジャポニズム」 

 ケイ山田「英国に咲く日本の自然美―大使館から発信する日本の魅力」 

 在ルクセンブルク大使館「和太鼓が奏でる交流のリズム」 

 在フィンランド大使館「北欧っ子は日本のアニメに夢中」 

 

緑ゆうこ『イギリス発日本人が知らないニッポン』岩波書店、2004年8月 

 はじめに 

 【歴史編】ステレオタイプのもとをたどれば 
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 １ 開国以前―黄金の国からサカサマ国へ 

 ２ 開国―大ウケ「おとぎの国」 

 ３ 大英帝国の見た日本―本国向けと日本向けの使い分け 

 ４ 極東戦争―ハネム―ンの終わり 

 ５ 戦後―「異常な国」から「同じ人間」への長い道のり 

 【現代編】世界地図にない日本列島 

 １ 「おとぎの国」への未練―開国時代のイメージ保存 

 ２ 戦争の消えないイメージ―21世紀も現在形の戦争 

 ３ ニユースになる日本、ならない日本―ウケる日本 

 ４ 世界の中の日本―日本の位置づけ 

 ５ 役に立つ外からの国―意識しなかった日本 

 ６ 誤解のもとをたどれば 

 あとがき 

 

ジョセフ・Ｓ・ナイ／山岡洋一訳『ソフト・パワー』日本経済新聞社、2004

年9月 

第１章 力の性格の変化 
第２章 アメリカのソフト・パワーの源泉 
第３章 他の国や組織のソフト・パワー 
第４章 ソフト・パワーの活用 
第５章 ソフト・パワーとアメリカの外交政策 

 ＊Soft Power:  The Means to Success in World Politics (2004)の翻訳。 

 

小倉和夫「いわゆる『文化外交国益論を排す 「国際財」の真の価値こそ世

界に発信しよう」（『中央公論』第119巻第10号、2004年10月） 

 文化外交を国益に結ぶつける議論が盛んである。「国家の金をつぎ込みな

がら、「国益を追求しない議論があるものか」。むろん承知である。しか

しその議論守勢の論理ではないか。もはや次の攻勢を探る時代 

 はたして文化は広報の手段なのか 

 日本文化を国際財にしよう 
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多様な具体策をとれ 

 国際財を誰が推進すべきか 

 政府、財団、そして企業は何ができるか 

 

青木保「『クール・ジャパン』国家日本の創造を！」（『中央公論』第 119 巻

第10号、中央公論新社、2004年10月） 

 「反日感情」にいかに対応すべきか 

 「国際公共文化財」としてのスポーツ 

 「ソフトパワー」論の検討 

 「クールな国と国民のイメージ」の創造 

 「冬のソナタ」が巻き起こした旋風 

 

『日経ビジネス』（特集：日本ブランドの逆襲）第1261号、日経ＢＰ社、2004

年10月 

  Part 1  蘇れAV大国 

  ソニー 忘れていた“モルモット”の誇り 

  松下電器産業 サムスンは強いが脅威にあらず 

 Part 2  敗者復活への挑戦 

  日立製作所 量を捨て実を取るニッチビッグ 

  三洋電機 巻き返しの20年で中国テレビ首位 

  ブランド価値でソニーに迫る サムスンに死角はあるか？ 

 Part 3  ホンダ ブランドは現場が作る 

  生産・開発 クレージー社員を増産せよ 

   

奥野卓司『日本発イット革命―アジアに広がるジャパン・クール』岩波書店、

2004年12月 

 はじめに―それは日本から始まった 

１章  イット革命が始まる 

２章  イット革命が広がる―東アジアでの日本発ポップカルチャー 

３章  イット革命が創られる 
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４章  イット革命のゆくえ 

参考文献 

あとがき 

 

平野健一郎監修／戦後日本国際文化交流研究会『戦後日本の国際文化交流』

勁草書房、2005年1月  
Ⅰ 戦後日本の国際文化交流──概観 

   第1章 戦後日本の国際文化交流……戦後日本国際文化交流研究会

Ⅱ 戦後日本の国際文化交流の主題──主体・対象・関係 

   第2章 アイデンティティとしての地域──地域文化交流に対する 

国家的関与の日独比較── 

第3章 戦後日本における「市民社会」の展開と国際文化交流──  

言説と実態── 

第4章 「日本的グローバリズム」のアジア的契機──対アジア文 

化政策における普遍と特殊── 

Ⅲ 戦後日本の国際文化交流の展開 

第5章 リベラルな国際文化交流──「米国の影響」と「アジアへ  

の展開」の交錯── 

第6章 グローバル化と市民社会──日本の国際協力NGOの価値変 

容について── 

第7章 美術館が「アジア」と出会うとき──福岡アジア美術館の 

設立と展開── 

第8章 地域文化協力をめぐる文化触変──ASEAN文化協力に対す 

る域外主体の影響── 

第9章 地域統合のなかの国際文化交流──「ヨーロッパ文化政策」   

と対外文化政策── 

戦後日本の国際文化交流年表 

索引 

 

経済同友会『日本の「ソフトパワー」で「共進化（相互進化）」の実現を』
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経済同友会、2005年2月 

  前書き 

エグゼクティブ･サマリー 

はじめに 

Part I  背景と土台 

   Ⅰ 共進化（相互進化） 

   II ソフトパワー 

Part II  具体的な貢献 

Ⅲ 世界、東アジア、そして日本の現状 

Ⅳ 東アジアにおける平和の創出（東アジア共同体に向けて） 

   Ⅴ 世界の繁栄の創出 

 参考資料(1) ：アンケート調査 

 参考資料(2) ：支援団体活動概要 

 参考資料(3) ：委員会活動履歴 

 

大濱裕「わが国の国力評価とソフトパワーについて(上)」（『国際金融』第1139

号、財団法人外国為替貿易研究会、2005年2月） 

 はじめに 

 １ 国力の多様性と基盤要素 

 ２ 国力評価法―国力評価式事例 

 

大濱裕「わが国の国力評価とソフトパワーについて(下)」（『国際金融』第1140

号、財団法人外国為替貿易研究会、2005年2月） 

 ２ 国力評価法―国力評価式事例 

 ３ 国力基盤とソフト・パワー 

 おわりに―米国のソフト・パワー―喪失理由とわが国への示唆 

 

神余隆博『国際危機と日本外交―国益外交を超えて』信山社出版（発売：大

学図書）2005年2月 

第１章  国益と外交 
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第２章  二一世紀はどのような時代か 
第３章  文明への挑戦 
第４章  世界的危機の教訓 
第５章  国益を超える日本外交 
終  章  外交の威信回復 

 

村田晃嗣『アメリカ外交』講談社、2005年2月 

 はじめに―「最悪の帝国」？ 

 第１章 アメリカ外交を見る眼 

 第２章 建国から大国へ 

 第３章 この世界大戦―内向的な大国 

 第４章 冷戦の起源と本格化―超大国の自覚化 

 第５章 冷戦の変容―ベトナム戦争とデタント、多極化 

 第６章 新冷戦から冷戦の終焉へ―カーターとレーガン 

 第７章 ポスト冷戦期―Ｇ・Ｈ・ブッシュとクリントン 

 第８章 九・一一からイラク戦争―Ｇ・Ｗ・ブッシュ外交 

 終 章 

 アメリカ外交を読む―文献案内 

 あとがき 

  

添谷芳秀『日本の「ミドルパワー」外交』筑摩書房、2005年5月 

序 章  なぜミドルパワー外交か 
第１章  戦後日本の再生―吉田路線の深層 
第２章  高度成長期の葛藤―吉田ドクトリン再考 
第３章  デタント期の日本外交―米中ソ戦略ゲームのはざまで 
第４章  非核中級国家論の実践―中曽根外交の実像 
第５章  国際安全保障の模索―冷戦後の日本外交 
終 章  ミドルパワー外交の構想 

 参照文献 

 あとがき 
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横山泰行『ドラえもん学』ＰＨＰ研究所、2005年5月 

 はじめに 

第１章 ドラえもんの来た道 

   Ⅰ ぼく、ドラえもん 

   Ⅱ 思いがけない長期化 

   Ⅲ 国民マンガの礎 

   Ⅳ スーパーアイドルへの道 

   Ⅴ 時代を超えて 

 第２章 「マンガ世紀」のドラえもん 

   Ⅰ 脅威の数字ハンター 

   Ⅱ ドラえもん、日本から世界へ 

   Ⅲ 世界各地ドラえもんめぐり 

 第３章 あらすじで読むドラえもん 

   Ⅰ 白いのび太と黒いのび太   

   Ⅱ のび太の結婚 

   Ⅲ 素顔の仲間たち 

   Ⅳ 少し不思議なギャグマンガ 

   Ⅴ 時代を先取りしたメッセージ 

    

伊藤洋『日本力』講談社、2005年6月 

第１章   勝ちパターンに入った日本 
第２章   中国が抱える大弱点 
第３章   中国の創造力の真実 
第４章   いびつな韓国経済 
第５章   ｢祭りなき国｣の反乱 
第６章   神格化されたインドの実像 
第７章   世界を席巻する文化と経済 
第８章  くたばれ悲観論 

 

文化外交の推進に関する懇談会『「文化交流の平和国家」 日本の創造を』
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2005年7月 

 はじめに 

第１章 今なぜ文化外交か 

第２章 文化外交の３つの理念と３つの柱 

 第３章 明確な文化外交戦略を 

 終わりに 

 （資料）文化外交の推進に関する懇談会の開催について 

 各会合で議論されたテーマ 

 

竹下裕子・石川卓編『多文化と自文化―国際コミュニケーションの時代』森

話社、2005年9月 

 Ⅰ 日本と諸外国との関係を中心として 
Ⅱ さまざまな分野における異文化間の諸問題 
Ⅲ 国際コミュニケーションの実践に向けて 

 ブックガイド〈知〉の森を進むための文献・資料案内 

 あとがき 

 

『中央公論』（特集：今こそ本気で文化外交を、第120巻第10号、中央公論

社新社、2005年10月） 

 青木保・王敏・近藤誠一（対談）「世界に『日本のアニメ世代』を育てよ」 

 浜野保樹「グローバル・スタンダードよりは自らの評価軸を持て」 

 

田原総一朗・岡本行夫『「外交」と何か、「国益」とは何か―増補版・生きの

びよ、日本！！』朝日新聞社、2005年10月 

はじめに 外交と理念と現実と 
第１章 イラク戦争とイスラム世界 
第２章 「新アメリカ帝国」との付き合い方 
第３章 「目覚める獅子」中国の底力 
第４章 「北朝鮮危機」をどうするか 
第５章 戦略なき国家・日本 
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第６章 自衛隊は？憲法は？ 
おわりに イラクで出会った人  々
補 章 この国がいま見据えるべきもの 

 

浜野保樹「生活様式 世界に模倣される日本の『衣食住』の原点は『身土不

二』にあり」（『Sapio』第17巻第21号、小学館、2005年11月） 

 世界に模倣される日本の「衣食住」 

 いまなぜ日本の生活様式が模倣されはじめたのか 

 国家的な文化戦略が必要だ 

 

大塚英志・大澤信亮『「ジャパニメーション」はなぜ敗れるか』角川書店、

2005年11月 

第１部  まんが／アニメから「ジャパニメーション」へ   

    １ 日本のまんが／アニメは何処から来たのか 

  ２ 戦後／手塚／手塚の後継者たち 

第２部  国策の中のジャパニメーション 

  １ 市場規模から見るジャパニメーション 

  ２ 産業構造から見るジャパニメーション 

  ３ ナショナリズムから見るジャパニメーション 

  第２部参考資料 

 あとがき 

 

近藤誠一「日本の文化外交戦略―文化外交の最前線で考えたこと」（『外交フ

ォーラム』通巻第209号、都市出版、2005年12月） 

 ソフト・パワー論と実践 

 三つの仮説と見切り発車 

 誰もが日本文化の復権を心の中で願っている 

 文化外交とネットワーク理論 

 政府の機能の変化 

 日本文化にとっての挑戦 
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高島肇久「官民でパブリック・ディプロマシーを」（『月刊グローバル経営』 

 第290号、社団法人日本在外企業協会、2006年1月） 

 見えない日本から“見せる日本へ” 

 途上国が援助対象から新しいマーケットへ 

 アジアの成功ノウハウをアフリカへ 

 英語で世界に発信 

 言わないと通じない 文字にしないと通じない 

 

四方田犬彦『「かわいい」論』筑摩書房、2006年1月 

 第１章 「かわいい」現象 
第２章 「かわいい」の来歴 
第３章 大学生の「かわいい」 
第４章 美とグロテスクの狭間に 
第５章 小さく、幼げなもの 
第６章 なつかしさ、子供らしさ 
第７章 メディアのなかの「かわいい」 
第８章 「萌え」の聖地 
第９章 「かわいい」、海を渡る 
エピローグ 「かわいい」の薄明 

 

杉山知之『クール・ジャパン 世界が買いたがる日本』祥伝社、2006年2月 

 まえがき 

第１章  「クール」の帝国・日本 

第２章  ビジネスとしての「クール・ジャパン」 

第３章  「ジャパン・オリジナル」の強さ 

第４章  「AKIBA」から世界へ―国籍を越えて増殖する「OTAKU」 

第５章  「クール・ジャパン」を産み出す人  々

第６章  新・文化産業のための世界戦略 

 あとがき 
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小浜正幸・京藤松子『ブッシュとソフトパワー』自由国民社、2006年5月 

 第１章 私のアメリカとブッシュ大統領 

 第２章 パブリック・ディプロマシーとブッシュ政権 

 

中村伊知哉・小野打恵『日本のポップパワー』日本経済新聞社、2006年5  

 月 
はじめに 
序 章  ポップカルチャーという名の妖怪 
第１章  ソフトパワーとしてのポップカルチャー 
第２章  世界を駆ける変化の兆し 
第３章  ポップパワーの源流 
第４章  日本ポップカルチャーの構造 
第５章  日本のポップはどう見られているか 
第６章  ポップカルチャー政策 
第７章  デジタルキッズ—次代のポップの主役たち 
第８章  産業文化力とコンヴィヴィアリティ 

 
ピーター・チェピン他「ソフトパワーとパブリック・ディプロマシー」（『遠

近』第11号、国際交流基金、2006年6月） 

 他を魅了する文化や価値観を持つこと 

 国家イメージの重要性 

 20年後の日米関係を見据えた交流を 

 ソフトパワーの伝達と受容 

 非政府組織の人々とソフトパワー 

 ソフトパワーを高める政策とは 

 

杉浦勉「ジャパン・クールと商社」（『日本貿易会月報』第639号、2006年7

月） 

 １ はじめに 
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 ２ 時代が求めるソフトパワーとしての文化力 

 ３ 拡大する創造産業と文化影響力 

 ４ 商社の５つのソフトパワー 

 

川崎賢一『トランスフォーマティブ・カルチャー―新しいグローバルな文化

システムの可能性』勁草書房、2006年7月   

Transformative Society―文化的グローバリゼーションの文脈における新

しい文化システムの必要性 

第１部 新しい文化システムとは何か？ 

第２部 文化政策と文化システム 

第３部 文化産業と文化システム 

第４部 文化交流と文化システム 

第５部 新しい文化システムを目指して 

課題と展望―終章にかえて 

 

20世紀メディア研究会編『インテリジェンス』（特集：映画史と政治・社会）

（第007号）20世紀メディア研究会（発売：紀伊國屋書店）、2006年7月 

 加藤厚子「映像による『日本文化』表象をめぐる議論―1930年代官公庁県

連機構製作映画を中心に」 

 土屋由香「『パブリック・ディプロマシー』の出発点としてのアメリカ占

領軍・ＣＩＥ映画」 

 谷川健司「占領下日本における米ソ映画戦―総天然色映画の誘惑」 

 原田健一「綴方と映画―重層化したメディアにおける意味の変容」 

 小林聡明「李承晩政権期韓国における郵便検閲体制の諸相―植民地期朝鮮

との連続性をめぐって」 

 市川紘子「合衆国の対外文化政策におけるラジオ放送―第2次世界大戦期

から冷戦までのＶＯＡの活動を中心に」 

 

渡辺正人「現代日本文化における趣味的世界の台頭について」（『聖学院大学

論叢』第18巻第3号、2006年8月） 
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 はじめに 

 １ オタク文化について 

 ２ 趣都アキハバラの誕生 

 ３ 趣味的世界の台頭について 

 ４ まとめにかえて 

 

堀淵清治『萌えるアメリカ～米国人はいかにしてＭＡＮＧＡを読むようにな

ったか』ＰＢ社、2006年8月 

１ 八〇年代、ゼロからのスタート 
２ 九〇年代、ピンチをチャンスに変えるまで 
３ 二十一世紀、新たなる革命に向けて 

 

牟田武生『ジャパンクール』三松株式会社出版事業部、2006年8月 

第１章 今、日本社会を若者中心に考える 
第２章 核家族世代の子育て裏事情 
第３章 子どもが育つために求められるもの 
第４章 求められる地域社会の活性化を考える 
第５章 若者力が地域を変える 
第６章 地場ブランドを生み育てることが日本を元気にする 
第７章 若者力は高齢化社会を支える 

 

島川崇編『ソフト・パワー時代の外国人観光客誘致』同友館、2006年9月 

第１章 ニッポンのソフトパワーと国家の魅力 

第２章 なぜ、今観光立国すべきなのか？ 

第３章 インバウンド振興事業と政府観光局（ＮＴＯ） 

第４章 日本の外国人観光客誘致の現状 

第５章 外国人観光客誘致のあるべき姿 

第６章 日本の外国人観光客誘致―６つの提言 

 

文部科学省編『文部科学時報』（特集：今後の国際文化交流のあり方―日本
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文化発信の重要性の課題）第1567号、ぎょうせい、2006年9月 

 文化庁長官官房国際課国際文化交流室「国際文化交流に関する取組」 

  国際文化交流と日本文化発信の意義 

  文化庁のおもな施策 

 

青木保「国際文化交流の新段階 文化の多様性の擁護と日本文化の発信」（文

部科学省編『文部科学時報』（特集：今後の国際文化交流のあり方―日本

文化発信の重要性の課題、第1567号、ぎょうせい、2006年9月） 

 はじめに 

 １ 文化の多様性の擁護と推進 

 ２ 自文化防衛と対外文化発信 

 ３ 「混成文化」の２１世紀 

 ４ 東アジアの文化交流 

  

内田真理子「現代日本の国際文化交流に関する考察」（『文化経済学』第5巻 

 第2号、2006年9月） 

 Ⅰ 目的と方法 

 Ⅱ わが国の国際文化交流 

   １ 変遷：戦後から現在 

   ２ 2000年以降の国際文化交流と政府の取組み 

     ２－１ 国際関係構築における文化の役割の増大 

     ２－２ 2000年以降の政府の動向 

   ３ 現在の国際文化交流の種類 

 Ⅲ 在外公館の活動分析による現地状況の把握 

   １ 文化事業の分析 

     １－１ 文化事業における開催者の割合 

     １－２ 文化事業における文化の種類と活動の詳細 

   ２ 広報活動の分析 

 Ⅳ まとめと今後の課題 
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佐々木健二郎『日本文化ニューヨークを往く』東京キララ社（発売：三一書

房）、2006年12月 

 ＊56のエッセイを収録。 

 「1960 年代末ごろより現在まで、約40年間にあたる。内容はといえば、

日本の伝統的芸術である歌舞伎や文楽、仏教美術や浮世絵、今日的現代ア

ートや現代演劇、黒澤映画や座頭市など大衆映画、日本人大リーガーから

アニメに至る広範囲なものになっていた。本書は、ニューヨークにおける

日本文化とアーティストの活躍ぶりを、ジャーナリズム的な視点とわたし

の自分史的視点から捉え、一冊の本にまとめたものである。」（「まえがき」

より） 

 

『ＢＲＵＴＵＳ』（特集・WHY?WHAT?クール・ジャパン!?）第 28 巻第 1 号、

マガジンハウス、2007年1月 

 クール○ジャパン!？なぜか、NIPPONの感性に世界が夢中！ 

 ヒストリー・オブ・クール・ジャパン いつからに日本はクールになった

の？ 

 最新クール・ジャパン 

 今、モスクワがニッポンに萌えています。 

 世界20都市のクール・ジャパン事情。 

 佐藤可士和さん、<ユニクロ>はクール・ジャパンになりますか？ 

 あの巨匠たちが緊急来日！「本当に日本はクールですか？」 

 なぜ、世界中の人々が「村上春樹」を読みたがるのか？ 

 なぜ、「ハローキティ」は世界で一番稼ぐ猫なのか？ 

 なぜ<APE>と<EVISU>は世界のストリートで受けるのか？ 

 次に来るクール・ジャパンは何ですか？ 

 ジャンル別2007年のクール・ジャパン予測。 

 世界はなぜ、日本をクールと思うのか？ 

 「あの人、oasisのノエルじゃない？」「TOKYOで買い物？」 

 

三上貴教「パブリック・ディプロマシー研究の射程」（『修道法学』第 29 巻
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第2号、広島修道大学法学会、2007年2月 

 １ 序章―定義について 

 ２ 「広報・公開・公共」外交としてのパブリック・ディプロマシー 

 ３ パブリック・ディプロマシーの日本の系譜 

 ４ 国民外交とパブリック・ディプロマシー 

 ５ 終章―研究の射程 

 

林忠正シンポジウム実行委員会編『林忠正 ジャポニスと文化交流』ブリュ

ッケ、2007年2月 

 木々康子、林忠正と日本の近代 

 Ⅰ 美術品の交流―作品の移動を媒介とした貢献 
高木陽子、ブリュッセルの日本美術コレクションと林 
グレゴリー・アーヴィン、「林覚え書」再考―1886 年ロンドンにお

ける林忠正とヴィクトリア＆アルバート美術館の日本美術コレク

ション 
瀬木慎一、林と三人の重要人物 
ノラ・フォン・アッヘンバッパ、ハンブルク工芸美術館の所蔵作品

と林 
ジュヌヴィエーヴ・ラカンブル、パリの美術商と林忠正 
岡部昌幸、ディスカッション１ 

Ⅱ 美術論の交流―美術の受容における貢献 
手塚恵美子、日本人美術家のジャポニズム受容と林忠正 
小山ブリジッド、エドモン・ド・ゴンクールと林忠正―『北斎』伝 

協力と友情の結晶― 
マニュエラ・モスカティエッロ、19世紀末のパリにおける林忠正と

イタリア人画家たち 
山梨絵美子、林忠正と日本における「美術」および「工芸」の概念

の確立 
馬渕明子、林忠正の西洋美術コレクションとベルト・モリゾ 
宮崎克己、ディスカッション２ 
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 高階秀爾、総括 

 高頭麻子、結びの言葉 

 本書関連年譜、主要参考文献、索引 

 

『外交フォーラム』（特集：「日本ブランド」ってなに？）（通巻第 223 号）

都市出版、2007年2月 

 加藤濯也「国家にとってブランドとは」 

 サイモン・アンホルト「競争力のある国家アイデンティティを―グローバ

リズムの中における国家のブランドマネージメント」 

 ダンネンバーク・アンドレアス（インタビュー）「魅力ある国日本のブラ

ンディング戦略」 

 吉崎達彦「静かな秀才、日本―戦略的なパブリック・ディプロマシーのす

すめ」 

 吉田望「日本のブランドを考えるための本」 

  

東浩紀『コンテンツの思想』青土社、2007年3月 

 新海誠×西島大介×東浩紀  １ セカイから、もっと遠くへ 

 神山健治×東浩紀      ２ アニメは「この世界」へと繋がってい

る  

  伊藤剛×夏目房之介×東浩紀 ３ 「キャラ／キャラクター」概念の可能 

 性 

 桜坂洋×新城カズマ×東浩紀 ４ フィクションはどこへいくのか 

 索引 

 

神奈川大学人文科学研究所編『世界から見た日本文化』御茶の水書房、2007

年3月） 

第１部  国際シンポジウム 

  メアリー・ナイトン／井上麻依子・村井まや子訳「『パルタイ』から『ス

ミヤキストQの冒険』へ―倉橋由美子の文学における審美的、政治的

革命」 
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  王勇「坐る仏と立つ神―日本文化への視座」 

  シュテフィ・リヒター／小林敏明訳「『実体』としての日本か「クール」 

   な日本か―グローバル化時代における日本研究のチャンスとリスク 

  鈴木彰「コメンテ」ーター報告」 

第２部  記念講演 

  川田順造「世界の中の日本文化を考える―日露戦争と『蝶々夫人』を 

   事例として」   

  ドミトリ・ラゴージン「ロシアにおける日本文学」 

  中本信幸「コメンテーター報告」 

  ヴャチェスラフ・フセヴォロドヴィチ・イワーノフ／堤正典訳「ロシア

人研究者の見た日本の仏教」 

 特別記念講演 

  ドナルド・キーン「世界の中のにほんぶんがく」 

  水野晴光「あとがきに代えて―美しいこの国のかたち」 

 

『ダカーポ』（特集：クール・ジャパン！アニメビジネス最前線）第603号、

マガジンハウス、2007年3月 

 日本アニメの評価と浸透度「世界地図」 

 ギネス級ブレーク。アニメ「大ヒット伝説」 

 アニメの今がわかる「最新トピックス」 

 これが「アニメビジネス」の仕組みだ！ 

 定番の「ファミリーアニメ」は苦難の時代 

 「プリスクール」ヒットの鍵は親の支持 

 ヒットが計算できない「女児モノ」の世界 

 「少年アニメ」生き残りの秘策はIT戦略 

 新作ナシでもOK！？「宮崎作品」の現在地 

 制作会社の知財化が進む「ロボットアニメ」 

 声優が脚光を浴びる「女性向けアニメ」 

 「日本アニメ」は、こうして生まれた！ 

 アニメ業界で「働きたい人」必読です！ 
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『日本のアニメを活用した国際観光交流等の拡大による地域活性化調査報

告書』国土交通省総合政策局、2007年3月 

 序 章 調査の目的と背景 

 第１章 日本のアニメ・マンガを取り巻く状況 

 第２章 アニメ・マンガの観光活用の概況 

 第３章 アニメ・マンガを目的とした旅行ニーズの把握 

 第４章 アニメ・マンガを観光に活用する上での課題と可能性 

 第５章 アニメ・マンガを観光に活用するための基本施策 

 

中西寛大「外交とは何か―異なる社会の共存の作法」（『外交フォーラム』 

 通巻226号、都市出版、2007年5月） 

 「使者を食べるよりは使者の言葉を聞いた方が得になる」 

 近代西洋では発達した外交制度 

 外交の精神の基本は変わらない 

 

渡部恒雄（研究代表者）『日本のパブリック・ディプロマシー研究―国益情

報を効果的に発信するために―』(東京財団研究報告書 2007－2)東京財団

研究部、2007年5月 

 エグゼクティブサマリー 

 エグゼクティブサマリー（英訳） 

 要約 

 第１章 日米中トライアングルにおける日本の外交戦略の位置づけ 

 第２章 日本の発信メッセージは効果的だったか―英字新聞のOp-Ed 

            欄を中心に 

第３章 ワシントンの歴史問題の理解と議会聴会での日本からの発信 

第４章 まとめと提言 

要約英文 

 

浜野保樹「コンテンツからみた日本文化と地域ブランディング」（『日経研月
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報』第348号、財団法人日本経済研究所、2007年5月） 

 はじめに 

 ブランディングと日本人のアイデンティティー 

 コンテンツの重要性 

 世界の先端を行く日本のコンテンツ産業 

 和様、和風の衣食住～21世紀型ライフスタイル 

 衣～何代も切られる服 

 食～油一滴も使わぬ料理 

 住～自然と調和した建物 

 日本のこれまでのブランディング「欧米化」 

 これからの地域ブランディング 

 

ローランド・ケルツ／永田医訳『ジャパナメリカ 日本発のポップカルチャ

ー革命』ランダムハウス講談社、2007年5月 

 まえがき 

第１章  Ｇフォースのご加護を 

 第２章 アトム・ボーイズ 

 第３章 アニメというビジネス 

 第４章 トイ・ストーリー 

 第５章 日本が抱える知的財産問題 

 第６章 奇妙な変身 

 第７章 コスプレとオタク世界 

 第８章 フューチャー・ショック 

 第９章 アニメの魅力 

 日本語版読者へのあとがき 

 訳者あとがき  

 索引  

＊Japanamerica (2006)の翻訳。 

 

芝崎厚士「国際文化現象としての国際関係研究―ソフト・パワー概念を中心
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に―」（『インターカルチャル』第5号、アカデミア出版、2007年6月） 

 １ 目的と構成 

 ２ 文化として国際関係研究 

 ３ 「ソフト・パワー」概念の生成と流通 

 ４ 夢見ることと目覚めること 

 

奥野卓司『ジャパンクールと江戸文化』岩波書店、2007年6月 

第１章 ジャパンクールからみえる江戸文化 
第２章 コミュニティを再生する江戸文化 
第３章 ジャパンクールとしての江戸文化 
第４章 江戸文化の「モエ」の構造 
第５章 京都・大坂・名古屋のコンテンツ戦略 
第６章 江戸という近未来 

 

『Courrier Japon』 (特集：世界が見たNIPPON 世界が崇拝する！？“クー

ル・ジャパン”)（第3巻第7号）講談社、2007年6月 

 〈Part１〉世界が崇拝する!? “クール・ジャパン” 

老いも若きも日本に片思い ロシアより愛をこめて！ 

 南米アルゼンチンでなぜ日本の小説が売れるのか？ 

 締め切り厳守を叩き込むパリの日本式マンガ学校 

 ゴスロリ・ファッションでラーメンを啜る若者たち 

 「イザカヤ」で一杯！ 韓国でいま日本酒が熱い 

 世界を駆ける新奇グッズは病んだ日本社会から生まれる 

 〈Part２〉世界が注目する日本人 

 安倍首相の「憲法改正」のシナリオは10年前すでに描かれていた！ 

 日本人のここが知りたい！ 中国人による「105の質問」 

 米紙が報じた“意外なエピソード” もうひとつの松坂フィーバー 

 巨大ケーキで祝った天才中村俊輔「MVPの夜」 

 〈特別対談〉ジャクリーヌ・ベルント vs. モクタリ・ダヴィッド 若者たち

のコミュニティーはMANGAでつくられる 
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 SPECIAL REPORT】話題のバイオ燃料は本当にエコなのか エタノール「不都合

な現実」 環境にも人にも優しくないばかりか、大きな問題を抱えている

――。 

 スポット CM の時代は終わった!? ネットで変わる米国の「次世代広告」 バ

ドワイザー、P＆G、日産による画期的な試み！ 

 世界に学ぶ 11 のヒント 「信号をなくしたら事故が激減」ほか、参考にした

い事例をお届け！ 

  

杉山知之「『クール・ジャパン』を誇りにしたい」（『Career guidance』第39
巻第3号）リクルート、2007年6月 

 Ⅰ 「コンテンツ産業」という新分野 
 Ⅱ 「『クール・ジャパン』という評価 
 Ⅲ 世界に誇るべきデジタル環境 
 Ⅳ これから求められる人材 
 Ⅴ 来るべき「コンテンツ」の世紀に 
 

文部科学省編『文部科学時報』（特集・「文化芸術立国」を目指して―「文化

力」は国の力）（第1578号）ぎょうせい、2007年7月 

 青木保「文化と人と人とをつなげる力」 

 文化庁長官官房政策課「『文化芸術の振興に関する基本的な方針』（第２次

基本方針）について」 

 田村和寿・根木昭・吉本光宏・米屋尚子／高塩至「（座談会）『文化芸術の

振興に関する基本的な方針』(第２次基本方針)の策定に当たって」 

 宮田亮平「心つなぐ日本の魅力」 

 施策紹介 第２次基本・重点事項六分野における取組 

  重点分野Ⅰ 人材育成 日本の文化芸術の継承、発展、創造を担う人材

の育成 

  重点分野Ⅱ 国際発信 日本文化の発信・国際文化交流の推進 

  重点分野Ⅲ 戦略的支援 文化芸術活動の戦略的支援 

  重点分野Ⅳ 地域文化 地域文化の振興 
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  重点分野Ⅴ 子ども 子どもの文化芸術活動の充実 

  重点分野Ⅵ 文化財 文化財の保存・活用の充実 

 文化庁長官官房政策課「『文化芸術の振興に関する基本的な方針』（第２次

基本方針）」 

  

大江博『外交と国益』日本放送出版協会、2007年7月 

 序 外交実務者の視点から 

 Ⅰ 米国・北朝鮮・中国との関係を考える 

 第１章 米国とどう付き合うか 

 第２章 北朝鮮問題の鍵 

 第３章 中国脅威論をどう捉えるか 

 Ⅱ 包括的安全保障とは何か 

第４章 武力行使の法的評価―湾岸戦争からイラク・米英戦争まで 

 第５章 大量破壊兵器拡散にどう対抗するか 

 第６章 安保理改革と日本 

 第７章 日米安全保障関係の現状と問題点 

 Ⅲ 国際社会にどうのように貢献すべきか 

 第８章 人間の安全保障と地球規模問題 

 第９章 日本の経済協力と人的貢献 

〈参考資料〉 

 〈参考文献〉 

 あとがき 

 略語一覧 

 

コンテンツグローバル戦略研究会『コンテンツグローバル戦略報告書 最終

とりまとめ』（コンテンツグローバル戦略研究会事務局：経済産業省商務 

 情報政策局、2007年9月） 

 はじめに 

 Ⅰ 世界のコンテンツ産業をめぐる変化のダイナミズム 

 Ⅱ 日本のコンテンツ産業の目指す方向性 
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 Ⅲ 具体的課題と政策的対応 

 Ⅳ 分野別国際展開の方向性 

 Ⅴ グローバル戦略の具体化 

 

杉山知之「『クール・ジャパン』それは、驚くほど自由の世界」（『Adveritsing』
特集：日本ブランドのつくり、第16号、電通、2007年9月） 

 自分たちの世界観にないものが新しくて、カッコいい 

 日本の工業製品とコンテンツは互いに影響しながら価値を高めている 

 多くの人々にＰＣを使って表現する技術を身につけてもらいたい 

 

『をちこち』（特集Manga are cool!マンガからMANGAへ）第19号、国際交

流基金、2007年10月 

 夏目房之介・山田奨治（対談）「世界に広がったマンガが文化の相互理解

をもたらす」 

 市村恭一「MANGAは北米出版界史上空前のヒット商品」 

 鵜野孝紀「マンガの出版形態が『バンド・デシネ』に変革を迫っている」 

 ジャクリーヌ・ベルント「『マンガ』の雑種性が幅広い表現参加の場を提

供している」 

 ソニア・ビべ・ルイテン「斬新かつハイブリッドなブラジルマンガの創造

へ」 

 サクダー・ウィモンジャン「日本マンガが書棚を占拠し、マンガ専門店も

オープン」 

 朴仁河「ネットを通して爆発的に広まった日本マンガの人気」 

 雛凱「『門を閉ざして車を作る』中国産マンガの道は遠い」 

 麻生太郎・呉智英（対談）「マンガは日本文化の発信に大いに貢献してい

る」 

 マルク・ベルナベ「マンガは日本語学習の強力なツールになる」 

中島裕介「日本のマンガ文化に触れた８日間」 

 伊藤遊「マンガ文化を学び、育み、社会への還元を目指す」 
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独立行政法人国際交流基金監修『パファーミングアーツにみる日本人の文化 

力』水曜社、2007年10月 

 ＊本書は国際交流基金が運営する月刊ウェブサイト「Performing Arts 

Network Japan」に、2004年から2007年までの3年にわたって掲載され

たア―ティストのインタビューをまとめたものです。ア―ティスト 30

人のロングインタビュー集。 

 

『外国人が感激したニッポンの魅力 NHK COOL JAPAN』（アスコム、2007年 

10月） 

 はじめに 

 スペシャルインタビュー１ 鴻上尚史さん 

 スペシャルインタビュー２ リサ・ステッグマイヤーさん 

 司会の２人の印象に残ったクール・ジャパン アイス・コヒー 

 日本がクールだと注目されているワケ１ ハイブリッド 

 

金子将史・北野充編『パブリック・ディプロマシー』PHP研究所、2007年10

月 

 はじめに 

 北野充  第1章 パブリック・ディプロマシー 

 小川忠  第２章 主要国のパブリック・ディプロマシー 

 横江公美 第３章 アメリカの対中東パブリック・ディプロマシー 

 小川忠  第４章 イギリスの対日パブリック・ディプロマシー 

 マイケル・ユー 第５章 中国の対米パブリック・ディプロマシー 

 金子将史 第６章 日本のパブリック・ディプロマシー 

 井出敬二 第７章 日本の対中パブリック・ディプロマシー 

 北野充  第８章 日本の対米パブリック・ディプロマシー 

 金子将史 終 章 日本のパブリック・ディプロマシー強化への提  

  言 

 

小原雅博『国益と外交』日本経済新聞社、2007年10月 
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 序 章 国益論の核心 

 第1章 国益の視座 

 第２章 国益の確定 

 第３章 国益の実現 

 第４章 国際益・世界益を目指して―戦争から平和へ、そして貧困から繁 

 栄へ 

 第５章 日本の国益と外交 

 最終章 「開かれた国益」を目指して 

 

岩渕功一『文化の対話力』日本経済新聞出版社、2007年12月 

 はじめに 

 序章 国越える文化の対話力 

 １章 文化の越境流動と国民の包摂と排除 

 ２章 ソフト・パワーからブランド・ナショナリズムへ 

 ３章 メディアがつなぐ「アジア」と文化対話の（不）可能性 

 ４章 韓流が「在日韓国人」と出会うとき 

 ５章 「普通の外国人」求む！ 

 ６章 メディア・シティズンシップ 

 参照文献 

 あとがき 

 

綿貫健治『ソフトパワー・コミュニケーション』学文社、2007年12月 

 はじめに 

 第１部 日本とフランスのコミュニケーション力 

  第１章 フランスという国 

  第２章 フランスと日本のソフトパワー・コミュニケーション力 

  第３章 日仏コミュニケーションのジレンマ 

 第２部 日本人とフランス人のビジネス・コミュニケーション 

  第４章 日仏理解のための四つのプラットフォーム 

  第５章 コミュニケーション的特質（第１プラットフォーム） 
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  第６章 文化的特質（第２プラットフォーム） 

  第７章 政治的・経済的・社会的特質（第３プラットフォーム） 

  第８章 個人的特質（第４プラットフォーム） 

  第９章 日本におけるソフトパワー・コミュニケーションの課題 

 おわりに 

 参考文献 

 索引 

 

ケント・カルダ「新しい外交の形―なぜ今、世界に文化外交が必要なのか」 

 （『国連ジャーナル』2008年3月） 

 北東アジアの諸相 

 文化外交とは 

 日本外交の今後 

 

沼田知加「『クール・ジャパン』の正体（上）」麗しき誤解に基づく再認識の

衝撃」（『共立女子大学文芸学部紀要』第 54 号、共立女子大学文芸学部、

2008年1月） 

 はじめに 

 （一）日本がクールだなんて、信じられねーしょん！？ 

 （二）〝Japan’s Gross National Cool〟精読 
 （三）coolという形容詞―クールはホット 

 おわりに 

 

伊藤洋一『日本力－アジアを引っ張る経済・欧米が憧れる文化！』講談社、

2008年1月 

 文庫版まえがき―グローバライゼ―ションを企業、街、個人が活用する時 

 代 

 まえがき―美しい製品を作り出す国の将来 

第１章  勝ちパターンに入った日本 

第２章  中国が抱える大弱点 



 44 

第３章  中国の創造力の真実 

第４章  いびつな韓国救済 

第５章  「祭りなき国」の反乱 

第６章  神格化されたインドの実像 

第７章  世界を席巻する文化と経済 

第８章  くたばれ悲観論 

 あとがき―溢れんばかりの創造性に恵まれた民族 

 ＊初版は2005年6月。 

 

井上泰浩「パブリック・ディプロマシー 対外国意識、国際世論と外交政策」 

 （伊藤陽一・河野武司編『ニュース報道と市民の対外国意識」慶應義塾大

学出版会、2008年1月 

 はじめに 

 Ⅰ 国際世論と外交・国際関係 

 Ⅱ パブリック・ディプロマシー 

 Ⅲ 国際世論と外交力 

 おわりに 

 

文化庁編『文化庁月報』（特集・メディア芸術の振興）（通巻472号）ぎょう

せい、2008年1月 

 浜野保樹「日本のメディア芸術」 

 清水明「メディア芸術振興に向けた取組」 

 文化部芸術文化課支援推進室「平成一九年[第一一回]文化庁メディア芸術

祭受賞作品」 

 文化部芸術文化課支援推進室「シンポジウムレポート『世界のメディアア

ート』」 

 

森本純一郎「国策としてのアニメーション」（『芸術世界』東京工芸大学芸術

学部紀要第14号、東京工芸大学芸術学部、2008年3月） 

  はじめに 
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 当時の状況として 

 悪法もまた法 

 『鉄扇公主』の衝撃 

 民間に回すフィルムは―フィートもない 

 『桃太郎の海鷲』の登場 

 結び 

  

池内信子編『COOL JAPAN オタクニッポンガイド』JTBパブリッシング、2008

年3月 

 世界最強のオタク ジョシュ・バーネットを直撃 

 ある日のアキバ 

 キーワードで日本観光 

 女性がハマる！魅惑の世界 

 非萌えな世界を覗く 

 聖地巡礼の旅へ 

日本を旅するガイドブック 

 気になるアレを、アレしてみた 

 

ケント・カルダー「損なわれた対話を乗り越えて新しい外交の形―なぜ今、

世界に文化外交が必要なのか」（『国連ジャーナル』2008年春号、財団法人

日本国際連合協会、2008年3月） 

 北東アジアの諸相 

 文化外交とは 

 日本外交の今後 

 

川田健「日本の文化外交についての研究動向と課題―アニメ政策を中心とし

て―」（『東洋大学中国哲学文学科紀要』第 16 号、東洋大学文学部、2008

年3月） 

 文化外交政策成立の背景 

 文化国家構想に対する不安と重層的文化国家思想の後退 
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 文化交流の主体 

 今後の研究課題―結語に代えて 

  

ジェフ・バークランド『日本から文化力』現代書館、2008年3月 

第 １章 「Salience」って何？ 
第 ２章 大文字の文化、小文字の文化 
第 ３章 日本人は懸命にコミュニケーションをとる 
第 ４章 「自然」「時間」「人間」にどうかかわるかで文化が違う 
第 ５章 現実は一つだけではない 
第 ６章 目に見える文化 
第 ７章 目に見えない文化 
第 ８章 猫も杓子も「アイデンティティ」というけれど 
第 ９章 異文化をステレオタイプで見る怖さ 
第10章 異文化へのアプローチから生まれるもの 
第11章 観察する、真似する、常識が変わる「異文化のＤＩＥ 

 

明治大学国際日本語学部編『「ニッポン学」の現在―GENJIからクール・ジャ

パンへ』角川学芸出版、2008年5月 

 蟹瀬誠一    序 

 Ⅰ部 クール・ジャパン―最前線からの発信 

 高山宏     １章 ヴィジュアル・カルチャー事始 

 鹿島茂     ２章 西園寺公望のパリ体験 

 小笠原泰    ３章 「日本的な」を理解する視座 

 森川嘉一郎   ４章 日本の都市風景とサブカルチャ― 

 長谷川文雄   ５章 メディア技術が変える日本発コンテンツ 

 Ⅱ部 グローバルな日本研究事情―海外からの受信 

 ローザ・カーロリ 

  １章 イタリアにおける日本研究の歴史・現状・課題 

 セップ・リンハルト  

２章 オーストリアにおける日本研究一六〇年の歩み 
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 イレイン・ジュールベル  

３章 戦後アメリカの大学における日本研究事情 

 李玉       ４章 中国一七〇○年の日本研究と現代 

 エーヴェリン・シュルツ       

         ５章 ドイツの日本研究を担う大学・研究機関・学会 

 マルガリータ・ウィンケル   

         ６章 日蘭交流史における日本研究の歩み 

 アンガス・ロキア 

         ７章 戦後イギリスの日本研究と大学事情 

 編集後記  

 執筆者紹介 

 

『月刊日本語』特集：きっかけは MANGA 日本が語るソフトパワー）(第 21

巻第5号、アルク、2008年5月) 

 徹底分析・マンガ流行の背景 

 インタビュー・小倉和夫さん・田中満智子さん 

 ソフトパワー・MANGAが日本社会にもたらしたマンガ観の変容 

 お国柄がみえる！？日本語学習者の好きなMANGAランキング 

 輸出されたMANGAたち翻訳の舞台裏最前線 

 マンガを日本語教育にどう活かすか 

 金子史朗「実践！マンガ教材を使った授業」 

  

渡辺靖『アメリカン・センター アメリカの国際文化戦略』岩波書店、2008

年5月 

第１章 プロパガンダか広報か 
第２章 冷戦下の広報文化活動 
第３章 パブリック・ディプロマシーの誕生とベトナム戦争 
第４章 ポスト冷戦時代のパブリック・ディプロマシー 
第５章 パブリック・ディプロマシーとソフト・パワー 

 注 
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 あとがき 

 

大薗友和『世界「文化力戦争」大図鑑』小学館、2008年5月 

  Chapter 1 エンターテイメント 
 Section 1  映画    

Section 2 音楽力   
Section 3  スポーツ力 

 Section 4  メディア力 
Chapter 2 アカデミー＆アート 
 Section 1  学術力   

Section 2 アート・デザイン力   
Section 3  ブランド力      
Section 4  メディア力 

  Chapter 3 ベーシック 
 Section 1  言語力   

Section 2 宗教力   
Section 3  観光力      
Section 4  パトロン力 

  Chapter 4 クール・ジャパン 
 Section 1  マンガ・アニメ力   

Section 2 ゲーム力   
Section 3  食文化力      
Section 4  日本文化力 

 
『文化庁月報』（特集：「文化力」は国の力）（第 476 号）ぎょうせい、2008

年5月 

 長官官房政策課「『文化力』は国の力 文化芸術の持つ力」 

 後藤和子「文化力―人、コミュニティ、都市と文化」 

 太下義之「海を越える“cool Japan”」 
 野呂昭彦「『文化力』をベースに『質の行政改革』を進める県政」 
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小田切博「『クール・ジャパン』と『MANGA』」（『ユリイカ』第 40 巻第 7 号、

青土社、2008年6月） 

 「クール・ジャパン」を巡る言説 

 受容される現場への関心の欠落 

 アメリカのコミックス市場 

 日本マンガという視点の限界 

 

ラファエル・マルカダル「『ジャパンクール』に世界はなぜ熱狂するのか」（『を

ちこち』第23号、国際交流基金、2008年6月） 

 日本の大衆文化が世界中に共感の輪を広げている 

 「ハードパワー」を奪われた日本が「ソフトパワー」で君臨する 

 禅文化の「自我をめぐる修行」とジャパンクールの「自我の解放」 

 文化の領域で国の枠組みを超えた意識を考える 

 日本からの輸出の結果、文化のハイブリッド化が進んでいる。 

 

『Forbes（日本版）』（特集：外国人観光客を日本に呼び込め）（第17巻第6

号、ぎょうせい、2008年6月） 

 増加するアジアの観光客と求められる国別の細かい対応 

 国土交通省・総合観光政策審議官 本保芳明／松井亘「省庁連携を深め、

クール・ジャパンのイメージをより強く発信する」 

 外国人観光客を集める全国の先進事例 

  ニセコ 観光のソフト強化で通年リゾートへの脱皮を図る 

  磐梯・猪苗代 空港からの送迎バスを共同運行しスキー客を確保 

  東京 中・韓通訳や体験ツアーなど一歩先を行く大都市の魅力づくり 

  姫路 海外映画への撮影協力で世界へ PR ハイテク＆ハイタッチで満

足度を高める 

  別府 ６か国通貨の両替や留学生による通訳ガイドを実施 

  千葉日比魚「外国人旅行客の取り込み」を成長の柱と位置づける旅行業

界「次の一手」 
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伊藤真実子『明治日本と万国博覧会』吉川弘文館、2008年6月 
 序 章 方法としての万国博覧会―近代日本の自己認識の解明をめざして 
第１章 明治前期の万博参加と日本史構想 
第２章 一九〇〇年パリ万国博覧会と日清戦争後の日本 
第３章 第五回内国勧業博覧会 
第４章 セントルイス万国博覧会と日露戦時外交 
第５章 日本大博覧会計画と日英博覧会 
終章 近代日本と万国博覧会 

 

星山隆『日本外交とパブリック・ディプロマシー ―ソフトパワーの活用と 

 対外発信の強化に向けて―』世界平和研究所、2008年6月 

 第１章 はじめに（問題の所在） 

 第２章 パブリック・ディプロマシーとは何か 

 第３章 ソフトパワーとパブリック・ディプロマシーの関係 

 第４章 諸外国のパブリック・ディプロマシー 

 第５章 新時代のパブリック・ディプロマシー 

 第６章 日本のソフトパワーは強いか 

 第７章 日本のパブリック・ディプロマシーの現状と問題 

 第８章 日本の政策発信の強化 

 第９章 まとめ 

 

大石裕・山本信人編『イメージの中の日本―ソフト・パワー再考』慶應義塾

大学出版会、2008年8月 

 大石裕・山本信人，はじめに 

 今野茂充，第 １章 ソフト・パワーと日本の戦略 

 大石裕，第 ２章 日本のソフト・パワーの「歴史性」と「政治性」 

 山腰修三・平井智尚 第 ３章 メディア報道と世論調査にみる日本の自 

己イメージ 

 祁景瀅・柴田公子，第 ４章 靖国問題をめぐる中・韓の対日イメージ 
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 今野茂充・柴田公子，第 ５章 2006 年の北朝鮮ミサイル・核問題と日本

―米国・中国・韓国の新聞報道 

 烏谷昌幸・河島基弘・阿部るり，第 ６章 米豪の日本イメージ―靖国問 

題を事例として― 

 昇亜美子，第 ７章 東南アジアにおける日本イメージと日本外交―1970 

年代を中心に― 

 山本信人・高木佑輔，第 ８章  東南アジア諸国の日本のイメージ再考― 

遠い存在、身近な「日本」、期待 

 飛鳥田麻生，第 ９章 中国の対日イメージの基本構造 

 山本信人，第10章  2007年・従軍慰安婦問題―「日本」はどう報じられ 

ていたのか― 

 参考文献 

 執筆者紹介 

 

リサ・スデグマイアー、鴻上尚史「特別対談 『クール・ジャパン』の進化

論」（『The 21』第25巻第10号、PHP研究所、2008年10月） 

 日本人は当たり前のことが外国人にはクールにみえる 

 日本の文化が特別視されず外国人に受け入れられる時代 

 

近藤誠一『文化外交の最前線にて』かまくら春秋社、2008年10月 

第１章  文化交流を日本社会活性化の起爆剤に 

第２章  東京を唐の長安に 

第３章  日本に残る「目に見えない価値」 

第４章  無形文化遺産条約 

第５章  普遍的価値と文化の多様性 

第６章  パブリック・ディプロマシー 

対談１ セッポ・キマネン氏（チェリスト、駐日フィンランド大使館参事官） 

 「音楽で世界を、心を結ぶ―真の豊かさを求めて」 

第７章  音の世界 その１ 

第８章  音の世界 その２ 
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 第 ９章 近代の超克？ 

第10章 アジアとは何か 

第11章 文明間の対話は可能か？ 

 第12章 みやびと鄙び 

  第13章 世界はフラットな「つながり」 

  第14章 ことばの世界１ 

  第15章 ことばの世界２ 

対談２ 尾崎左永子氏（歌人・作家）「ことばを磨く―グローバル社会をい

きるために」 

 第16章 「文明」という言葉のもつ意味―世界文明フォーラム その１ 

  第17章 国家と正義と芸術と―世界文明フォーラム その２ 

  第18章 部分と全体―世界文明フォーラム その３ 

  第19章 形の世界 その１ 

第20章 形の世界 その２ 

対談３ 小林和男氏（ジャーナリスト）「食卓は文化をつなぐ―〝対話〟が

育むもの」 

第21章 サマルカンド・ブルー 

  第22章 日本の色 

  第23章 やまとごころ その１ 

第24章 やまとごころ その２ 

あとがき 

 

野島芳明『日本文化の底力―美しい国の世界維新』光明思想社、2008年10 
 月 
 第１章 「美しい国づくり」へ 
第２章 宇宙と地球の交響 
第３章 「美しい国づくり」の原型 
第４章 国土と心の荒廃 
第５章 日本の美意識 
第６章 和を以て貴しと為す 
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第７章 グローバル・デモクラシー 
第８章 民主主義と武士道 
第９章 日本文化の美的宗教 

 

レナド・ノベラ「歴史から見た日本と西洋のカルチャル・トレード―ジャポ

ニスムからジャパン・クールへ―」（『京都社会学年報』第 16 号、京都大

学文学部社会学研究室、2008年12月） 

 １ はじめに 

 ２ 日本文化論の原型―19世紀鎖国期の万国博覧会 

 ３ 現代における日本から西洋へのポピュラー・カルチャー輸出とイメー 

 ジ形成 

 ４ 考察 

 

霜月たかなか『コミックマーケット創世記』朝日新聞出版、2008年12月 

初期コミックマーケット関係者一覧 
第１章 第１回コミックマーケット開催（１９７５年１２月２１日） 
第２章 『ＣＯＭ』と「ぐら・こん」（１９６６～７１年） 
第３章 ファンクラブからの出発（１９７１～７３年） 
第４章 ファンに何ができるのか（１９７３～７４年） 
第５章 コミックマーケット発進！（１９７４～７５年） 
第６章 コミックマーケットはどこへ行く（１９７６～７９年） 
コミックマーケット１２回までのあゆみ 
「マニア運動体論 序説」（『漫画新批評大系』より再録） 

 

『COOL JAPAN 発掘！かっこいいニッポン』（ランダムハウス講談社、

2008年12月） 
  はじめに 
 1st  レジャー・スポーツ 
  2nd  ハイテク・発明 
  3rd  ファッション 
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  4th  グルメ 
  5th  ライフスタイル 
  6th  伝統・習慣 
 トークセッション [ニッポンの夫婦・世界の夫婦] 
 鴻上尚史×リサ・ステッグマイヤー特別対談 
 『COOL JAJAN』放送記録 
 

根本長兵衛・林はる芽監訳『超大国アメリカの文化力』岩波書店、2009年1

月 

 プロローグ 

第１部  アメリカの文化と政治 

第２部  アメリカの文化と社会 

  

『経済Trend』（特集：国家戦略としての観光を考える）日本経済団体連合会、 

 2009年1月 

 大塚陸毅・佐々木隆・本保芳明・溝尾良隆・生江隆之（対談） 

 ○昨年の回顧と新年の抱負 

  観光に寄せられた機運を活用したい 

  多様化する市場のニーズにいかに対応するかが課題 

  観光学はすそ野が広い学門 

 ○観光分野における海外との協力 

  外客誘致を通じた日本のプレゼンス向上を考える時期 

  観光は平和へのソフトインフラ 

  真の意味でのグローバル化へ挑戦する 

  中国・韓国、欧米諸国との学術交流が盛ん 

 ○観光の新たな展開と求められる人材像 

  自由と権限を与え自らの成長を期待する 

  産業連携で観光人材の育成を 

  「学」と「術」のどちらにウエートを置くか 

 ○国家戦略としての観光のあり方 
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  企業連携を基に新たなフィールドをつくる 

  戦略を産官学で検討したい 

  観光立国推進基本計画を如何に実現するか 

  sightseeingからdiscoverそしてtrustへ 

 

沼田知加「『クール・ジャパン』の正体（中）―「カワイイ」の罠―」（『共

立女子大学文芸学部紀要』第55集、2009年1月） 

 はじめに 

（１）クール・ジャパンと「かわいい」の関係―『anan』が「かわいい」 

  を目指すまで 

 （２）クール・ジャパンと kawaii の関係―キャラクター・グッズからア

ニメ、そして少女マンガの方へ 

 （３）Shojo Beatのkawaii 

 おわりに 

  

田中均『外交の力』日本経済新聞社、2009年1月 

序 章 外交官を志す 
第１章 外交官としての原体験 
第２章 安全保障のタブーを破る 
第３章 朝鮮半島の難題に風穴を 
第４章 東アジアに夢を求めて 
第５章 ２１世紀の外交戦略 
第６章 外交・政治・メディア・世論 

 

知的財産戦略本部コンテンツ・日本ブランド専門調査会『日本ブランド戦略

～ソフトパワー産業を成長の原動力に～』知的財産戦略本部コンテンツ・

日本ブランド専門調査会、2009年3月 

 Ⅰ 総論 

   １ はじめに 

   ２ 現状と課題 
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   ３ 基本的な考え方 

 Ⅱ 主な施策 

   戦略１ ソフトパワー産業の振興 

   戦略２ 創造基盤の整備 

   戦略３ 外に向けての発信力強化 

   戦略４ 訪日促進を通じた認知度の向上 

   戦略５ 推進体制の構築 

 参考資料 

 ＊『知財ぷりずむ』（第 7 巻第 80 号）（財団法人経済産業調査会知的財産

情報センター、2009年5月）にも掲載されている。 

 

斎藤美奈子「アニメの国」（天野正子編『表現とメディア』新編日本のフェ

ミニズム７、岩波書店、2009年3月） 

  「おとぎの国」から「アニメの国」へ 

  軍事大国としての「男の子の国」 

  恋愛立国としての「女の子の国」 

 「アニメの国」は「オトナの国」の模型 

   

福田優二「現代日本の消費文化に関する一考察」（『跡見学園女子大学マネジ

メント学部紀要』第7号、2009年3月） 

 はじめに 

 １ 「日本文明」の形成 

 ２ 平安貴族社会に日本文化の原型 

 ３ 「刀」の時代  

 ４ 「平成貴族モデル」に回帰した現代の消費文化 

 ５ 「クール・ジャパン」への戦略的視点 

 

文化発信戦略に関する懇談会報告『日本文化への理解と関心を高めるための

文化発信の取組について』文化発信戦略に関する懇談会、2009年3月 
 文化の戦略的発信の重要性とすみやかに着手すべき取組 
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 文化発信の意義  

 国に求められる重要な役割 

 すみやかに着手すべき取組 

 文化発信の推進とそのために必要な基盤整備をすすための取組み 

  Ⅰ 世界への文化発信の重点的な取組の推進 

  Ⅱ 国内における日本文化紹介の充実・強化 

  Ⅲ 日本文化を世界へ発信するための国内体制の整備 

 参考資料 

  

谷内正太郎・高橋昌之『外交の戦略と志』産経新聞社（発売：日本工業新聞

社）2009年4月 
 外交に身を投じて 
第１部 日本外交の課題 
第２部 政治と外交 
第３部 現在と未来の外交官へ 

 

呉善花『日本の曖昧力―融合する文化が世界を動かす』ＰＨＰ研究所、2009
年5月 
第 １回 日本文化の基礎―日本人の「曖昧さ」の根にあるもの  
第 ２回 日本人はなぜ旅に出るのか  
第 ３回 「美の大国日本」はいかにして生まれたか  
第 ４回 日本人はなぜ微妙な歪みを愛するのか  
第 ５回 日本の職人はなぜ自然の声に耳をすますのか  
第 ６回 世界で一番平等で安全な社会を築いた国はどこか  
第 ７回 なぜ日本人は穏やかなのか  
第 ８回 日本はいかにして「アジア文明の博物館」となったのか  
第 ９回 日本語はなぜ「受け身」を多用するのか  
第10回 なぜ日本庭園にいると想像が膨らむのか  
第11回 なぜ日本には武士が生まれたのか  
最終回  天皇はいかにして日本社会に平等をもたらしたのか  
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特別書き下ろし講義 世界的な課題としての「日本風」  
 

櫻井孝昌『アニメ文化外交』筑摩書房、2009年5月 

 はじめに 

 第１章 チェコ、イタリアからサウジアラビア、ミュンマーへ 

 第２章 スペイン、フランスから東南アジアまで 

 第３章 なぜアニメが外交に使えるのか 

 第４章 「官」がすべきこと、「民」がすべきこと 

 付 録 オタク外交官と呼ばれて 

 登場アニメ作品解説 

 あとがき 

 

嶌信彦『日本の「世界商品」力』集英社、2009年6月 

 はじめに 

第１章  活気づくクール・ジャパン 

 第２章  世界に誇る日本の美 

 第３章 世界を席捲する日本のコンテンツ 

 第４章 トップに躍り出た和食文化と農業産品 

 第５章 世界が注目する日本の伝統と技術 

 第６章 クール・ジャパンと「世界商品」戦略 

 終 章 再成長のエンジンで５％成長は可能だ 

 おわりに 

 参考文献 

 

東京商工会議所『東京都の観光政策に関する要望～訪日外国人市場の拡大に

向けた東京ならではの都市型観光資源の開発～』2009年6月 

 Ⅰ 緊急要望事項 

 １ 2016年オリンピック・パラリンピック東京招致の実現 

 ２ 新型インフルエンザ等の感染症に関する適切な情報提供 

 Ⅱ 要望事項 
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 １ 地域資源開発 

 ２ 受入体制整備 

 ３ 情報発信 

 ４ その他の事項 

 

古賀令子『「かわいい」の帝国―モードとメディアと女の子たち』青土社、2009
年6月 
１ 「かわいい」って何？ 
２ 少女文化から若者文化へ 
３ 「かわいい」文化の台頭 
４ 「原宿系」と渋谷ギャル 
５ 「ロリータ・ファッション」と「ゴスロリ」 
６ 雑誌の作り出す「かわいい」イメージ 
７ 「かわいい」メンズ 
８ 「かわいい」モードの現在 
９ ふたたび、「かわいい」とは何か？ 

 

岸周吾『外国人から見たニッポン』ディスカヴァー・トウンティワン、2009

年7月 

 はじめに 

A SKETCHBOOK ON THE PROJECT  
  CHAPTER  1 WHAT DO YOU THINK OF JAPANESE CULTURE?  
日本の文化ってどう思う？ 

 CHAPTER  2  WHAT DO YOU THINK OF JAPANESE PEOPLE?   
日本人ってどう思う？ 

  おわりに 

 

『外交フォーラム』（特集：日本を売り込め！魅力ある日本の発信をめざし

て）通巻第252号、都市出版、2009年7月 

渡辺靖「日本らしさとは何か―アイデンティティと文化外交」 
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 鴻上尚史「私も、クール・ジャパン」 

 櫻井孝昌「アニメは父親や母親のような存在です―世界に広がる文化外 

 交ツールの可能性」 

海保香織・永谷亜矢子対談 「『魅せる』から『売る』へのシフトチェンジ 

――ガールズファッションが世界に羽ばたくために」 

門司健次郎「オールジャパンで売り込む『日本』」 

稲見由紀子「ベトナムの中学校で日本語を教える――日本語教育試行プロ

ジェクトの現場より」 

小倉紀蔵「『かわいい日本』の衝撃――韓国における日本文化受容の意味」 

青山瑠妙「中国を説明する――中国のソフト・パワーと文化交流」 

 

佐々木雅幸・川崎賢一・河島伸子編『グローバル化する文化政策』勁草書房 、

2009年7月 

はしがき 

序 章 文化的グローバリゼーションと文化政策 

第Ⅰ部 文化政策の動向 

第１章 文化帝国主義論──グローバル文化の理解における文化帝国主  

義論の意義── 

第２章 都市における持続可能性と文化政策との関連性 

第Ⅱ部 グローバル化する文化政策 

第３章 グローバル時代における文化政策──問題と論争── 

 第４章 グローバル文化産業と文化政策──ハリウッドとヨーロッ 

パ── 

第５章 グローバル化するアメリカの芸術NPO ──グッゲンハイム美術 

館の国際戦略が意味するもの── 

 第６章 グローバリゼーション時代の文化政策の課題──ドイツ・新し 

い公共空間の提起── 

 第7章 北欧の文化政策と創造的都市の試み──フィンランドの事例を 

中心として── 

第８章 国家の芸術，芸術の国家──シンガポールの文化政策に関する 
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省察── 

第９章 現代アートとグローバリゼーション──アーティスト・イン・ 

レジデンスをめぐって── 

 参考文献・サイト 

 

木下義昭編『「文化力」を研く』世界日報社、2009年8月 

 宮田亮、コシノジュンコ、家田紀子、木下義昭 １ 日本の美と力―世界

における藝術国家・日本の役割 

 ジャン・マルク・ルイサタ、百瀬喬 ２ 音楽と人生・演奏家の心  

 齊藤雅広、家田紀子、山本祐ノ介、木下義昭 ３ 「日本の音楽・歌」を

展望する 

 親松英治、鴨野守 ４ 精神性の深さを追求 

 伊藤赤水、ラインハルト・ドリフテ ５ 佐渡と自然と無名異焼と―「東

西の出会い」を語る 

 サイトウ良、増子耕一 ６ 期待されるアジアの美術 

 栗田勇、疋田寛吉   ７ 書の魅力をたずねて 

 ムスティスラフ・ロストトロポービチ、百瀬喬、藤橋進  ８ 祖国・自

由・音楽を語る 

 前橋汀、中河原理  ９ 常に新鮮な気持ちで演奏 

 金田一春彦、檀ふみ 10 日本語―魅力と面白さ 

 櫻田亮、櫻田智子、増子耕一 11 イタリア古楽の魅力 伝えたい 

 平野忠彦  12 私の第四幕 

 ◎サンデー世界日報「顔」「ひと」から 

 鈴木弘之  １ 作者とイベント 対決させる 

 久保和範  ２ オペラの視野広げる風雲児 

 山本文雄  ３ 書の原点に立ち返って 

 中野振一郎 ４ 古楽器の魅力全開 
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 天満敦子  ６ 〝しあわせ気分〟奏でる 
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 資料編 
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 Ⅱ 歴史的展望 
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 １ 「新需要創造・リーダーシップ宣言」 

 ２ ６つの戦略分野の基本方針と目標とする成果 

（１）グリーン・イノベ―ションによる環境・エネルギー大国 
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    （２）ライフ・イノベ―ションによる健康大国戦略 

    （３）アジア経済戦略 

    （４）観光立国・地域活性化戦略 

    （５）科学・技術立国戦略 
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 ３ 豊かな国民生活の実現を目指した経済運営と今後の進め方 
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第２章 キャラクタービジネスという問題 
第３章 キャラクターの起源と構造 
第４章 日本型キャラクタービジネス 
付録１ 戦後キャラクタークロニクル 
付録２ 関連資料ウェブサイト紹介 
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佐々木隆「『クール・ジャパン』とは何か」（『武蔵野学院大学日本総合研究

所研究紀要』第7輯、2010年3月） 

プロローグ 
１ 日本文化ブーム 
２ 「クール・ジャパン」 
エピローグ 
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２ 『「文化交流の平和国家」日本の創造を』 
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生堂、2010年4月 
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 第３章 メディア芸術としてのマンガ／アニメ  
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